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日時：令和３年４月１日(木) 午後１時30分～午後１時55分 

場所：市役所第一会議室 

報道出席者：北日本新聞社、富山新聞社、北陸中日新聞社、読売新聞社、ＮＨＫ、 

ＮＩＣＥ－ＴＶ、ラジオミュー 

市当局出席者：市長、教育長、情報広報課長 

 

 

１. 市長からの発表事項 

 

⑴ 食のまち魚津ＰＲ動画を制作しました 

・魚津市と（公社）とやま観光推進機構が連携し、「魚津の食」磨き上げ支援プロジ

ェクトを平成29年度からスタートしている。このプロジェクトの一環として、食

のまち魚津をＰＲする動画「誰も知らない食のまち 魚津」を制作した。動画は

魚津市ホームページ及びＳＮＳをはじめとする各種媒体で活用し、食のまち魚津

をＰＲする。 

・内容は、美味しいものに目がなく、食を研究する女子大生が、まだ世間に広く知

られていない“魚津という食のまち”を発見し、魅力に引き込まれていくストー

リー。出演は富山県出身のモデル仲俣由菜さん。彼女を中心にストーリーが展開

していく。新川食文化研鑽会の若手料理人も登場する。 

・動画の種類・活用方法については、長編動画（３分58秒）の方は本市及び魚津市

観光協会ホームページ等で活用予定。短編動画（30秒動画、15秒動画）について

は、すでに北陸新幹線沿線駅構内のデジタルサイネージで、３月22日から３月31

日まで上田駅と東京駅で放映した。続いて４月1日から５月31日まで長野駅と高崎

駅で放送予定。また、YouTubeで検索して動画を見てもらうことも可能。 

 

 

⑵ 魚津市片貝コミュニティセンター開所式について 

・４月24日(土)午後３時から魚津市片貝コミュニティセンター（愛称：毛勝の郷シ

ェルピース）において開所式を行う。本来は１年前に予定していたが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響もあり延期していた。今回も第４波の懸念があるが、い

ったん開所し、その後の展開は状況を見ながら考えたい。 
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⑶ 『魚津の農林水産業 体験・応援プロジェクト』～親子体験会の参加者募集を行い

ます！～ 

・４月16日(金)から募集を開始したい。募集人員は全７コース、各コース親子10組

(20名)で合計140名。体験会は「くだもの」「やさい」「田んぼ」「木材」「さかな」

の５つの区分に分かれているが、「くだもの」「やさい」がそれぞれ、「果樹産地」

と「６次産業化」、「ハウス野菜」と「露地野菜」の２つのコースに分かれている

ため、コースは全部で７コースとなる。それぞれのコースのスタート時期は５月

上旬から夏休みに入ってからの８月まで若干差がある。また８月上旬には、７コ

ースの参加者と市外県外からの移住者を対象とした特別体験会の開催を予定し

ている。 

 

 

⑷ 令和３年度緑化用苗木の無償配布を行います 

・４月20日(火)の午後１時半から魚津市役所前公園で行う。配布する苗木はドウダ

ンツツジを200本、季節の花の苗を200個を予定している。昨年は緊急事態宣言下

ということで中止したため、今回を楽しみにしておられる方も多いと思う。安全

対策をしっかり取って実施したい。 

 

 

 

２.質疑応答の内容 

 

「⑴ 食のまち魚津ＰＲ動画」について 

《記者からの質問》 

ＰＲ動画に期待していることは？ タイトルにある「誰も知らない」という表現が自

虐的であることについてどう思うか。動画を放映する駅の選択基準は？ 魚津市のホ

ームページで観ることはできるのか。 

《回答》（市長） 

魚津の食の魅力とそれを産み出す自然が端的に表現されていて、それが主演の仲俣

さんの語りと表情でよく伝えられている。動画を見た方が、一度こういう所に行って

食を体験してみたいと思ってくれることを期待している。自虐的であることについて

は、魚津市がそれほど知られていないことは事実なので、ある意味素直に受け止めて

もいいと思う。「誰も知らない」という表現が、動画の最後のフレーズの「こんなに

魅力がある魚津市を私は誰にも知られたくない」に結びついている。自虐的ではある

がインパクトを持って見てもらい、最後にそうなのかと感じてもらいたい。動画を放
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映する駅は、海から遠い駅で、デジタルサイネージで動画を放映できる所を選んでい

る。なお、動画は魚津市ホームページや YouTubeで観ることができる。 

 

 

「魚津市公式ＬＩＮＥアカウントの本格運用の開始日」について 

《記者からの質問》 

４月から魚津市公式ＬＩＮＥアカウントを本格運用する予定だったが、スケジュー

ル等に変更はあるか。 

《回答》（情報広報課長） 

今のところ４月の中旬、４月12日の週に本格運用開始を予定している。ご存じのと

おり情報管理について報道されているため、当面は情報発信を中心に運用していきた

い。 

 

 

「魚津市片貝コミュニティセンター（毛勝の郷シェルピース）」について 

《記者からの質問》 

施設の開所に合わせて宿泊予約を受け付けているのか。 

《回答》（市長） 

  受け付ける方針で進めている。 

 

 

「新型コロナウイルスワクチン」について 

《記者からの質問》 

昨日の県の発表で魚津市には４月12日の週に２箱、26日の週に１箱配送されるとの

こと。今後の運用予定は？ 

《回答》（市長） 

  県の発表から現在はっきりしていることは、魚津市へは、ワクチンは４月12日の

週に２箱（2000人分）、26日の週に１箱（1000人分）が配送され、65歳以上の高齢者

向けの接種券は26日の週から発送されるということ。この情報を基にシミュレーショ

ンや準備を行っているが、合計しても3000人分のワクチンしかなく、魚津市の高齢者

14,000人全員への接種は無理である。まずは４月中に高齢者施設の入居者と職員への

接種をスタートさせたい。 

 


